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(57)【要約】
【課題】垂直ブランキング期間にブラック映像のための
ブラックゲートパルス（BG）が出力された後、センシン
グのためのセンシングゲートパルス（SG）が出力される
タイミングをゲートライン毎に設定可能な有機発光表示
装置を提供する。
【解決手段】一実施形態に係る有機発光表示装置は、有
機発光ダイオードを駆動する駆動トランジスタを具備す
る有機発光表示パネル、ゲートドライバ及びゲートドラ
イバを制御する制御部とを含み、ゲートドライバが、第
１フレーム期間中に制御部からの第１～第８ゲートクロ
ックを用いて映像ゲートパルス、BG及びSGを生成する第
１駆動部と、第１フレーム期間中に制御部からの第９～
第１６ゲートクロックを用いて映像ゲートパルス、BG及
びSGを生成する第２駆動部と、第１フレーム期間の第３
期間中、SGが出力されるように第１駆動部および第２駆
動部を制御する第３駆動部を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと前記有機発光ダイオードを駆動する駆動トランジスタとを含むピ
クセルを具備する有機発光表示パネル；
　第１フレーム期間中の第１期間に、映像出力に用いられる映像データ電圧の出力を制御
する映像ゲートパルスを前記有機発光表示パネルに備えられたゲートラインに出力し、前
記第１期間後の第２期間に、ブラック映像出力に用いられるブラック映像データ電圧の出
力を制御するブラックゲートパルス及び前記映像ゲートパルスを出力し、前記第１フレー
ム期間中の前記第２期間後から第２フレーム期間の第１期間が開始されるまでの第３期間
に、特性変化を検出する駆動トランジスタと接続している一つのゲートラインにセンシン
グゲートパルスを出力するゲートドライバ；
　前記有機発光表示パネルに備えられたデータラインに、データ電圧を出力するデータド
ライバ；および
　前記ゲートドライバと前記データドライバとを制御する制御部
を含み、
　前記ゲートドライバが、
　　前記第１フレーム期間中、前記制御部から伝送される第１～第８ゲートクロックを用
いて前記映像ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパルス
を生成する第１駆動部；
　　前記第１フレーム期間中、前記制御部から伝送される第９～第１６ゲートクロックを
用いて前記映像ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパル
スを生成する第２駆動部；および
　　前記第１フレーム期間の前記第３期間中、前記センシングゲートパルスが出力される
ように前記第１駆動部および前記第２駆動部を制御する第３駆動部
を含む、
有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記データドライバが、
　前記データラインに、前記第１期間には前記映像データ電圧を出力し、前記第２期間に
前記映像データ電圧又は前記ブラック映像データ電圧を出力し、前記第３期間に前記ブラ
ック映像データ電圧にまたはセンシング映像出力のためのセンシング映像データ電圧を出
力する、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記ブラックゲートパルスが、前記第１フレーム期間の前記第２期間から前記第２フレ
ーム期間の前記第１期間の一部期間まで出力される、請求項１に記載の有機発光表示装置
。
【請求項４】
　前記第３駆動部が、
　　前記制御部から伝送されるライン選択信号によって、前記ゲートラインのうち、前記
センシングゲートパルスが出力されるセンシングゲートラインを選択し、
　　前記第１駆動部または前記第２駆動部が前記センシングゲートラインに前記センシン
グゲートパルスを出力するように、前記第１駆動部または前記第２駆動部を前記制御部か
ら伝送されるリセット信号によって制御する、
請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記制御部が、
　ゲートクロックのうち、前記センシングゲートラインに前記第１フレームの前記第１期
間または前記第２期間に出力される映像ゲートパルスに対応するゲートクロックが前記第
１駆動部または前記第２駆動部に出力されるタイミングで、前記ライン選択信号を前記第
３駆動部に出力する請求項４に記載の有機発光表示装置。
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【請求項６】
　前記制御部が、
　前記センシングゲートパルスが前記第１駆動部から出力される場合、前記第３期間中、
前記第１駆動部がブラックゲートパルスを出力するために駆動した後から、前記第２駆動
部がブラックゲートパルスを出力して、再度、ブラックゲートパルスを出力するために前
記第１駆動部が駆動するまでの第１スリーピング期間中のいずれか一つの期間をセンシン
グ可能期間として選択し、前記センシング可能期間の開始を知らせる前記リセット信号を
前記第３駆動部に伝送する、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記制御部が、
　前記センシングゲートパルスが前記第２駆動部から出力される場合、前記第３期間中、
前記第２駆動部がブラックゲートパルスを出力するために駆動した後から、前記第１駆動
部がブラックゲートパルスを出力して、再度、ブラックゲートパルスを出力するために前
記第２駆動部が駆動するまでの第２スリーピング期間中のいずれか一つの期間をセンシン
グ可能期間に選択し、前記センシング可能期間の開始を知らせる前記リセット信号を前記
第３駆動部に伝送する、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１フレーム期間の前記第３期間で、前記ブラックゲートパルスが出力した後から
、前記センシングゲートラインにセンシングゲートパルスが出力されるまでの期間は、前
記第２フレーム期間の第３期間で、ブラックゲートパルスが出力された後から、別のセン
シングゲートラインにセンシングゲートパルスが出力されるまでの期間と異なる、請求項
６に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１駆動部または前記第２駆動部が、８つのゲートラインに同時に前記ブラックゲ
ートパルスを出力する、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１駆動部が、第１～第８ゲートクロックを用いて前記映像ゲートパルスを生成し
、
　前記第２駆動部が、第９～第１６ゲートクロックを用いて前記映像ゲートパルスを生成
する、
請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第１駆動部から出力される第４ゲートクロックと第５ゲートクロック間の間隔が、
前記第１駆動部から出力する残りのゲートクロック間の間隔よりも大きく、
　前記第２駆動部から出力される第１２ゲートクロックと第１３ゲートクロック間の間隔
が、前記第２駆動部から出力される残りのゲートクロック間の間隔よりも大きい、
請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第１駆動部が、前記第４ゲートクロックが出力される期間と前記第５ゲートクロッ
クが出力される期間との間に、前記ブラックゲートパルスを出力し、
　前記第２駆動部が、前記第１２ゲートクロックが出力される期間と前記第１３ゲートク
ロックが出力される期間との間に、前記ブラックゲートパルスを出力する、
請求項１１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　有機発光ダイオードと前記有機発光ダイオードを駆動する駆動トランジスタを含むピク
セルを具備する有機発光表示パネル；
　第１フレーム期間中、第１期間に、映像出力に用いられる映像データ電圧の出力を制御
する映像ゲートパルスを前記有機発光表示パネルに備えられたゲートラインに出力し、前
記第１期間後の第２期間に、ブラック映像出力に用いられるブラック映像データ電圧の出
力を制御するブラックゲートパルス及び前記映像ゲートパルスを出力し、前記第１フレー
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ム期間中、前記第２期間後から第２フレーム期間の第１期間が開始されるまでの第３期間
に、特性変化が検出される駆動トランジスタと接続している一つのゲートラインに、セン
シングゲートパルスを出力するゲートドライバ；
　前記有機発光表示パネルに備えられたデータラインに、データ電圧を出力するデータド
ライバ；および
　前記ゲートドライバと、前記データドライバとを制御する制御部を含み、
　前記第１フレーム期間の前記第３期間で、ブラックゲートパルスが出力された後からセ
ンシングゲートパルスが出力されるまでの期間は、前記第２フレーム期間の第３期間で、
ブラックゲートパルスが出力された以後からセンシングゲートパルスが出力されるまでの
期間と異なる、有機発光表示装置。
【請求項１４】
　前記ブラックゲートパルスが、前記第１フレーム期間の前記第２期間から前記第２フレ
ーム期間の前記第１期間の一部期間まで出力される、請求項１３に記載の有機発光表示装
置。
【請求項１５】
　前記ゲートドライバが、
　　前記第１フレーム期間中、前記制御部から伝送された第１～第８ゲートクロックを用
いて前記映像ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパルス
を生成する第１駆動部；
　　前記第１フレーム期間中、前記制御部から伝送される第９～第１６ゲートクロックを
用いて前記映像ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパル
スを生成する第２駆動部；および
　　前記第１フレーム期間の前記第３期間中、前記センシングゲートパルスが出力される
ように前記第１駆動部および前記第２駆動部を制御する第３駆動部
を含む、請求項１３に記載の有機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記第１駆動部および前記第２駆動部が、１６個の映像ゲートパルスを交互に出力する
、請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第１駆動部および前記第２駆動部が、３２個の映像ゲートパルスを周期にして、同
じ機能を繰り返し実行する、請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１８】
　前記第１駆動部および前記第２駆動部が１６個の映像ゲートパルスを交互に出力する場
合、前記第１駆動部および前記第２駆動部は、３２個の映像ゲートパルスを周期にして、
同じ機能を繰り返し実行し、前記ゲートラインは２１６０本であり、
　前記ゲートパルスが出力される期間は、３２ｎ＋１６で表現され（ｎは６７以下の自然
数）、ｎが６７のときに２１６０本の前記ゲートパルスがすべて出力される、
請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１９】
　前記第１駆動部が、前記第１～第８ゲートクロックを用いて、１６個の映像ゲートパル
スを出力し、
　前記第１駆動部で１６個の映像ゲートパルスが出力された後、前記第２駆動部は、前記
第９～第１６ゲートクロックを用いて、１６個の映像ゲートパルスを出力し、
　前記第２駆動部で１６個の映像ゲートパルスが出力された後、前記第１駆動部は、前記
第１～第８ゲートクロックを用いて、１６個の別の映像ゲートパルスを出力し、
　前記第１駆動部で１６個の前記別の映像ゲートパルスが出力された後、前記第２駆動部
は、前記第９～第１６ゲートクロックを用いて、１６個のさらに別の映像ゲートパルスを
出力する、
請求項１８に記載の有機発光表示装置。
【請求項２０】
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　前記第１駆動部または前記第２駆動部が、８つのゲートラインに同時に前記ブラックゲ
ートパルスを出力する、請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画応答時間（MPRT：Motion Picture Response Time）を改善するために、
１フレーム期間で、映像を出力した後、ブラック映像を出力するブラック映像方式を用い
る有機発光表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置だけでなく、有機発光表示装置でも、動画応答時間（MPRT：Motion Pictu
re Response Time）の遅延により、映像が鮮明に表示されないという問題が発生している
。
【０００３】
　これを防止するためには、１フレーム期間で、映像を出力した後にブラック映像を出力
するブラック映像方式が用いられている。
【０００４】
　また、従来の有機発光表示装置では、工程偏差、劣化などの理由により、ピクセルごと
に駆動トランジスタの閾値電圧（Vth）または移動度などの特性に偏差が発生する。した
がって、それぞれの有機発光ダイオードを駆動する電流量が異なり、これにより、ピクセ
ル間の輝度に偏差が発生している。
【０００５】
　これを克服するために、さまざまな種類の補償方法が用いられている。
【０００６】
　前記の補償方法が適用されるためには、１フレーム期間中の映像データ電圧が出力され
ない垂直ブランキング期間に、センシング映像データ電圧が有機発光表示パネルに出力さ
れなければならない。
【０００７】
　また、前記ブラック映像方式を用いる有機発光表示装置では、前記の垂直ブランキング
期間にブラック映像データ電圧が有機発光表示パネルに出力されなければならない。
【０００８】
　しかし、従来の有機発光表示装置では、移動度などの補償のためのセンシング映像デー
タ電圧とブラック映像方式を適用するためのブラック映像データ電圧を、前記ブランキン
グ期間に有機発光表示パネルにすべて出力することができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述した問題点を解決するために提案された本発明の目的は、垂直ブランキング期間に
ブラック映像のためのブラックゲートパルスとセンシングのためのセンシングゲートパル
スを出力し、ブラックゲートパルスを出力した後、センシングゲートパルスを出力するタ
イミングをゲートラインごとに異なって設定することができる有機発光表示装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本明細書の一実施例による有機発光表示装置は、有機発光ダイオードと前記有機発光ダ
イオードを駆動する駆動トランジスタを含むピクセルを具備する有機発光表示パネルと、
第１フレーム期間中の第１期間に、映像出力に用いられる映像データ電圧の出力を制御す
る映像ゲートパルスを前記有機発光表示パネルに備えられたゲートラインに出力し、前記
第１期間の後の第２期間に、ブラック映像出力に用いられるブラック映像データ電圧の出
力を制御するブラックゲートパルス及び前記映像ゲートパルスを出力し、前記第１フレー
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ム期間中の前記第２期間後から第２フレーム期間の第１期間が開始するまでの第３期間に
、特性変化を検出する駆動トランジスタと接続している一つのゲートラインにセンシング
ゲートパルスを出力するゲートドライバと、前記有機発光表示パネルに備えられたデータ
ラインにデータ電圧を出力するデータドライバと、前記ゲートドライバと前記データドラ
イバを制御する制御部とを含む。前記ゲートドライバは、前記第１フレーム期間中、前記
制御部から伝送される第１～第８ゲートクロックを用いて前記映像ゲートパルス、前記ブ
ラックゲートパルス及び前記センシングゲートパルスを生成する第１駆動部、前記第１フ
レーム期間中、前記制御部から伝送される第９～第１６ゲートクロックを用いて前記映像
ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパルスを生成する第
２駆動部および、前記第１フレーム期間の前記第３期間中、前記センシングゲートパルス
が出力されるように前記第１駆動部および前記第２駆動部を制御する第３駆動部を含む。
【００１１】
　本明細書の一実施形態に係るまた他の有機発光表示装置は、有機発光ダイオードと前記
有機発光ダイオードを駆動する駆動トランジスタを含むピクセルを具備する有機発光表示
パネルと、第１フレーム期間中の第１期間に、映像出力に用いられる映像データ電圧の出
力を制御する映像ゲートパルスを前記有機発光表示パネルに備えられたゲートラインに出
力し、前記第１期間の後の第２期間には、ブラック映像出力に用いられるブラック映像デ
ータ電圧の出力を制御するブラックゲートパルス及び前記映像ゲートパルスを出力し、前
記第１フレーム期間中の前記第２期間後から第２フレーム期間の第１期間が開始されるま
での第３期間に、特性変化を検出する駆動トランジスタと接続している一つのゲートライ
ンにセンシングゲートパルスを出力するゲートドライバと、前記有機発光表示パネルに備
えられたデータラインにデータ電圧を出力するデータドライバと、前記ゲートドライバと
前記データドライバを制御する制御部とを含む。前記第１フレーム期間の前記第３期間で
、ブラックゲートパルスが出力された後からセンシングゲートパルスが出力されるまでの
期間は、前記第２フレーム期間の第３期間でブラックゲートパルスが出力された後からセ
ンシングゲートパルスが出力されるまでの期間と異なる。
【発明の効果】
【００１２】
　本明細書によれば、ブラック映像出力のためのブラック映像データ電圧がパネルに供給
されるタイミングと、センシング映像出力のためのセンシング映像データ電圧がパネルに
供給されるタイミングを異なって設定することができ、これにより、ブラック映像を出力
する機能と駆動トランジスタをセンシングする機能を垂直ブランキング期間にすべて実行
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る有機発光表示装置の構成を示す例示図である。
【図２】本発明に係る有機発光表示装置の一つのピクセルの構成を示す例示図である。
【図３】本発明に係る有機発光表示装置に適用される制御部の構成を示す例示図である。
【図４】本発明に係る有機発光表示装置に適用されるデータドライバの構成を示す例示図
である。
【図５】本発明に係る有機発光表示装置に適用されるゲート駆動部のゲートパルス出力部
の構成を示す例示図である。
【図６】本発明に係る有機発光表示装置の駆動期間を示す例示図である。
【図７】本発明に係る有機発光表示装置に適用されるクロックの波形を示す例示図である
。
【図８】本発明に係る有機発光表示装置の第２期間にゲートドライバから出力されるゲー
トパルスを示す例示図である。
【図９】本発明に係る有機発光表示装置の第３期間にゲートドライバから出力されるゲー
トパルスを示す例示図である。
【図１０】本発明に係る有機発光表示装置の第３期間を示す例示図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の利点および特徴、そしてそれらを達成する方法は添付の図と共に詳細に後述さ
れている実施例を参照すると明確になるだろう。しかし、本発明は、以下で開示される実
施例に限定されるものではなく、異なる多様な形態で具現されるものであり、単に本実施
例は、本発明の開示を完全にし、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明
の範疇を完全に知らせるために提供するものであり、本発明は、請求項の範疇によって定
義されるだけである。
【００１５】
　本明細書では、各図の構成要素に参照番号を付加する場合において同一の構成要素に限
ってはたとえ他の図上に表示されていても、可能な限り同一の番号を有するようにしてい
ることに留意しなければならない。
【００１６】
　本発明の実施例を説明するための図に開示した形状、大きさ、比率、角度、数などは例
示的なものなので、本発明は、図に示した事項に限定されるものではない。明細書全体に
わたって同一参照符号は同一の構成要素を指す。また、本発明を説明するにおいて、関連
する公知技術に対する詳細な説明が本発明の要旨を不必要に曖昧にし得る場合、その詳細
な説明は省略できる。本発明で言及した「含む」、「有する」、「からなる」などを使用
している場合は、「～だけ」を使用していない限り、他の部分が追加され得る。構成要素
を単数表現の場合、特に明示的な記載事項がない限り、複数が含まれる場合を含む。
【００１７】
　構成要素を解釈するに当たり、別途の明示的な記載がなくても誤差の範囲を含むものと
解釈する。
【００１８】
　位置関係の説明である場合に、例えば、「～の上に」、「～の上部に」、「～の下部に
」、「～の隣に」など２つの部分の位置関係を説明している場合、「すぐに」または「直
接」を使用していない限り、二つの部分の間に一つ以上の他の部分が位置することもでき
る。
【００１９】
　時間の関係に対する説明である場合に、例えば、「～の後」、「～に続いて」、「～次
の」、「～前に」などで時間的前後関係を説明している場合、「すぐに」または「直接」
を使用していない限り、連続していない場合も含むことができる。
【００２０】
　「少なくとも一つ」の用語は、複数の関連項目から提示可能なすべての組み合わせを含
むものと理解されなければならない。例えば、「第１項目、第２項目及び第３項目のうち
少なくとも一つ」の意味は、第１項目、第２項目または第３項目のそれぞれだけでなく、
第１項目、第２項目及び第３項目の中の二つ以上から提示することができるすべての項目
の組み合わせを意味することができる。
【００２１】
　第１、第２などが多様な構成要素を記述するために使用されるが、これらの構成要素は
これらの用語によって制限されない。これらの用語は、ただ一つの構成要素を他の構成要
素と区別するために使用されるものである。したがって、以下に記載されている第１構成
要素は、本明細書の技術的思想内で第２構成要素であることもある。
【００２２】
　本明細書のいくつかの例のそれぞれの特徴が部分的または全体的に互いに結合または組
み合わせが可能であり、各例が互いに独立して実施可能であり得、関連した関係で一緒に
実施することもできる。
【００２３】
　以下、添付した図を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【００２４】
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　図１は、本発明に係る有機発光表示装置の構成を示す例示図であり、図２は、本発明に
係る有機発光表示装置の一つのピクセルの構成を示す例示図であり、図３は、本発明によ
る有機発光表示装置に適用される制御部の構成を示す例示図であり、図４は、本発明に係
る有機発光表示装置に適用されるデータドライバの構成を示す例示図である。
【００２５】
　本発明に係る有機発光表示装置は、図１及び図２に示すように、有機発光表示パネル１
００、データドライバ、ゲートドライバ２００および制御部４００を含む。前記データド
ライバは、少なくとも一つのデータドライバIC３００を含む。
【００２６】
　以下の説明中、垂直ブランキング期間は、フレームとフレーム間の期間を意味する。フ
レームとは、１つのイメージを意味する。したがって、垂直ブランキング期間は、異なる
２つのイメージが出力される期間の間の期間を意味する。
【００２７】
　１フレーム期間とは、一つのイメージが出力される期間を意味し、１フレーム期間には
、１つの垂直ブランキング期間が含まれる。つまり、１フレーム期間は、一つのイメージ
が出力される期間及び前記イメージが持続する前記垂直ブランキング期間を含む。以下の
説明中、１フレーム期間（one frame period）に対して順序が必要な場合には、第１フレ
ーム期間（first frame period）及び第２フレーム期間（second frame period）という
用語を用い、それ以外の場合には、１フレーム期間（one frame period）という用語を用
いる。
【００２８】
　以下の説明では、最初の１フレーム期間は、第１フレーム期間と定義され、二番目の１
フレーム期間は、第２フレーム期間と定義される。すなわち、第１フレーム期間と第２フ
レーム期間は、連続的に発生する期間である。
【００２９】
　また、以下の説明では、１フレーム期間の間に、映像を出力した後、ブラック映像を出
力する方式は、ブラック映像方式という。ブラック映像方式は動画応答時間（MPRT：Moti
on Picture Response Time）の遅延により、映像が鮮明に表示されない問題を解決するた
めに利用される。ブラック映像方式では、例えば、１フレーム期間の最初の１／２の期間
には、使用者が希望する映像のみが出力され、残りの１／２の期間には、ブラック映像と
映像の両方が出力される。
【００３０】
　以下では、前記の構成を順に説明する。
【００３１】
　第一に、前記有機発光表示パネル１００には、有機発光ダイオード（OLED）と前記有機
発光ダイオード（OLED）を駆動する駆動トランジスタを含むピクセル１１０が備えられて
いる。
【００３２】
　つまり、前記有機発光表示パネル１００には、図２に示すように、前記有機発光ダイオ
ード（OLED）およびピクセル駆動回路（PDC）を含むピクセル１１０が備えられる。
【００３３】
　また、前記有機発光表示パネル１００には、前記ピクセル１１０が形成されるピクセル
領域を定義し、前記ピクセル駆動回路（PDC）に駆動信号を供給する信号ラインが形成さ
れている。
【００３４】
　前記の信号ラインは、ゲートライン（GL）、センシングパルスライン（SPL）、データ
ライン（DL）、センシングライン（SL）、第１駆動電源ライン（PLA）及び第２駆動電源
ライン（PLB）を含む。
【００３５】
　前記ゲートライン（GL）は、前記有機発光表示パネル１００の第２方向、例えば、横方
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向に沿って一定の間隔を有するように並んで形成される。
【００３６】
　前記センシングパルスライン（SPL）は、前記ゲートライン（GL）と並ぶように一定の
間隔で形成することができる。
【００３７】
　前記のデータライン（DL）は、前記ゲートライン（GL）及び前記センシングパルスライ
ン（SPL）のそれぞれと交差するように前記有機発光表示パネル１００の第１方向、例え
ば、縦方向に沿って一定の間隔を有するように並んで形成することができる。しかし、前
記のデータライン（DL）と前記ゲートライン（GL）の配置構造は、多様に変更することが
できる。
【００３８】
　前記センシングライン（SL）は、前記データライン（DL）と並んで一定の間隔で形成す
ることができる。しかし、必ずしもこれに限定されるものではない。例えば、少なくとも
三つの前記ピクセル１１０は、一つの単位ピクセルを形成している。この場合、前記の単
位ピクセルは、１つの前記センシングライン（SL）が形成され得る。したがって、前記の
有機発光表示パネル１００の水平ラインにｄ個の前記データライン（DL1 to DLd）が形成
されている場合、前記センシングライン（SL）の本数（ｋ）は、ｄ／４個になり得る。さ
らに説明すると、前記有機発光表示パネル１００の第１方向（縦方向）には、前記データ
ラインが形成されていて、前記データラインと並んで前記センシングライン（SL）が形成
されていて、前記センシングライン（SL）のそれぞれは、ひとつの水平ラインに形成され
ている単位ピクセルのそれぞれを構成する少なくとも三つのピクセル１１０に接続するこ
とができる。
【００３９】
　前記第１駆動電源ライン（PLA）は、前記データライン（DL）及び前記センシングライ
ン（SL）と並んで一定の間隔で形成することもできる。前記第１駆動電源ライン（PLA）
は、前記電源供給部５００に接続して前記電源供給部５００から供給される第１駆動電源
（EVDD）を各ピクセル１１０に供給する。
【００４０】
　前記第２駆動電源ライン（PLB）は、前記電源供給部５００から供給される第２駆動電
源（EVSS）を各ピクセル１１０に供給する。
【００４１】
　前記ピクセル駆動回路（PDC）には、前記有機発光ダイオード（OLED）に流れる電流を
制御する駆動トランジスタ（Tdr）及び前記データライン（DL）と駆動トランジスタ（Tdr
）と前記ゲートライン（GL）の間に接続したスイッチングトランジスタ（Tsw1）が備えら
れる。また、前記ピクセル１１０のそれぞれに備えられた前記ピクセル駆動回路（PDC）
には、キャパシタ（Cst）および外部補償のためのセンシングトランジスタ（Tsw2）が備
えられる。
【００４２】
　前記のスイッチングトランジスタ（Tsw1）は、前記ゲートパルス（GP）によってスイッ
チングされて前記データライン（DL）から供給されるデータ電圧（Vdata）を駆動トラン
ジスタ（Tdr）のゲートに出力する。
【００４３】
　前記センシングトランジスタ（Tsw2）は、前記センシングパルス（SP）によってスイッ
チングされて前記センシングライン（SL）に供給されるセンシング用電圧を前記駆動トラ
ンジスタ（Tdr）のソース電極である第２ノード（n2）に供給する。
【００４４】
　前記キャパシタ（Cst）は、前記スイッチングトランジスタ（Tsw1）のスイッチングに
よって、第１ノード（n1）に供給される電圧を充電した後、充電した電圧によって前記駆
動トランジスタ（Tdr）をスイッチングさせる。
【００４５】
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　前記駆動トランジスタ（Tdr）は、前記キャパシタ（Cst）の電圧によってターンオンさ
れ、前記第１駆動電源ライン（PLA）から前記有機発光ダイオード（OLED）に流れるデー
タ電流（Ioled）の量を制御する。
【００４６】
　前記有機発光ダイオード（OLED）は、駆動トランジスタ（Tdr）から供給されるデータ
電流（Ioled）によって発光して、前記データ電流（Ioled）に対応する輝度を有する光を
放出する。
【００４７】
　前記の説明では、外部補償を実行するための、前記センシングライン（SL）を備えたピ
クセル１１０の構造を、図２を参照して説明したが、前記ピクセル１１０は、図２に示し
た構造以外にも、前記センシングライン（SL）を備えた多様な構造で形成することができ
る。
【００４８】
　例えば、外部補償とは、前記ピクセル１１０に形成されている駆動トランジスタ（Tdr
）の閾値電圧または移動度の変化量を算出し、前記変化量に基づいて、前記単位ピクセル
に供給されるデータ電圧の大きさを可変させることを意味する。したがって、前記駆動ト
ランジスタ（Tdr）の電圧または移動度の変化量が算出されるように、前記ピクセル１１
０の構造を様々な形態に変更することができる。この場合、前記センシングライン（SL）
を必ず備えなければならない。
【００４９】
　さらに、外部補償のために、前記ピクセル１１０を用いて前記駆動トランジスタ（Tdr
）の閾値電圧または移動度の変化量を算出する方法も、前記ピクセル１１０の構造によっ
て多様に変更することができる。
【００５０】
　この場合、前記外部補償のためのセンシングを、一つの垂直ブランキング期間に、１つ
のゲートラインに対して行なうことができる。
【００５１】
　さらに説明すると、本発明は、外部補償のために、垂直ブランキング期間の間に、前記
有機発光表示パネル１００が備える前記駆動トランジスタ（Tdr）の閾値電圧又は移動度
がセンシングされる時、前記センシングと共にブラック映像を出力することができる有機
発光表示装置に関するものであり、したがって、外部補償方法と直接に関係するものでは
ない。
【００５２】
　したがって、外部補償のためのピクセルの構造および外部補償を行なう方法は、現在、
外部補償のために提案されている多様なピクセルの構造および多様な外部補償方法で構成
することができる。
【００５３】
　外部補償を行なうためのピクセルの具体的な構造および外部補償の具体的な方法は、本
発明の範囲を逸脱するものである。したがって、外部補償のためのピクセルの一例が、図
２を参照して、簡単に説明されており、外部補償方法もまた、以下に簡単に説明する。
【００５４】
　また、本発明は、前記で説明したように、ブラック映像方式が用いられている。前記ブ
ラック映像方式が適用される前記ピクセル１１０の構造も、図２に示した構造以外にも、
ブラック映像方式によって多様に変更することができる。
【００５５】
　すなわち、図２は、外部補償とブラック映像方式を実行するための最小限のピクセル１
１０の構造を示しており、したがって、前記ピクセル１１０の構造は、図２に示した構造
以外にも多様に変更することができる。
【００５６】
　以下では、外部補償を用いる有機発光表示装置を、本発明の一例として説明する。
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【００５７】
　第二に、前記ゲートドライバ２００は、前記制御部４００から伝送されてきたゲート制
御信号（GCS）を用いて、順次に前記ゲートライン（GL1 to GLg）にゲートパルス（GP）
を供給する。
【００５８】
　ここで、前記ゲートパルス（GP）は、前記ゲートライン（GL1 to GLg）に接続している
前記スイッチングトランジスタ（Tsw1）をターンオンさせることができる信号を意味する
。前記スイッチングトランジスタ（Tsw1）をターンオフさせることができる信号は、ゲー
トオフ信号とする。前記ゲートパルス（GP）と前記ゲートオフ信号を総称して、ゲート信
号とする。
【００５９】
　前記ゲートドライバ２００は、前記有機発光表示パネル１００と独立して形成され、テ
ープキャリアパッケージ（TCP）、チップオンフィルム（COF）またはフレキシブルプリン
ト回路基板（FPCB）などを介して前記有機発光表示パネル１００に接続することができる
が、ゲートインパネル（Gate In Panel：GIP）方式を用いて、前記有機発光表示パネル１
００内に直接実装することもできる。
【００６０】
　前記ゲートドライバ２００は、第１フレーム期間中の第１期間に、映像出力用の映像デ
ータ電圧の出力を制御する映像ゲートパルスを前記有機発光表示パネルに備えられたゲー
トラインに出力する。
【００６１】
　前記ゲートドライバ２００は、前記第１期間後の第２期間に、ブラック映像出力のため
のブラック映像データ電圧の出力を制御するブラックゲートパルス及び前記映像ゲートパ
ルスを出力する。
【００６２】
　前記ゲートドライバ２００は、前記第１フレーム期間中の前記第２期間後から第２フレ
ーム期間の第１期間が開始されるまでの第３期間に、特性変化を感知する駆動トランジス
タと接続している一つのゲートラインに、センシングゲートパルスを出力する。
【００６３】
　前記の映像ゲートパルス、前記のブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパル
スは、前記スイッチングトランジスタ（Tsw1）をターンオンさせる前記ゲートパルスであ
る。
【００６４】
　前記のブラックゲートパルスは、前記第１フレーム期間の前記第２期間から前記第２フ
レーム期間の前記第１期間の一部期間まで出力される。
【００６５】
　前記第３期間は、前記ブランキング期間に対応する。前記第１期間及び前記第２期間を
総称して表示期間とする。
【００６６】
　このため、前記ゲートドライバ２００は、図１に示すように、第１フレーム期間中、前
記制御部４００から伝送された第１～第８ゲートクロックを用いて前記映像ゲートパルス
、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパルスを生成する第１駆動部２２
１、前記第１フレーム期間中、前記制御部４００から伝送された第９～第１６ゲートクロ
ックを用いて前記映像ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲー
トパルスを生成する第２駆動部２２２および、前記第１フレーム期間の前記第３期間中、
前記センシングゲートパルスが出力されるように前記第１駆動部２２１および前記第２駆
動部２２２を制御する第３駆動部２１０を含む。
【００６７】
　前記第１駆動部２２１と前記第２駆動部２２２からゲートパルスが出力される。したが
って、前記第１駆動部２２１と前記第２駆動部２２２は、ゲートパルス出力部２２０に含
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まれる。
【００６８】
　前記ゲートドライバ２００の具体的な構成および機能は、以下で図５を参照して詳細に
説明する。
【００６９】
　第三に、前記制御部４００は、前記ゲートドライバ２００と前記データドライバIC３０
０を制御する。
【００７０】
　前記制御部４００は、図３に示すように、外部システムから入力するタイミング同期信
号（TSS）を用いて、前記ゲートドライバ２００の駆動を制御するためのゲート制御信号
（GCS）と、前記データドライバIC３００の駆動を制御するためのデータ制御信号（DCS）
をそれぞれ生成する。
【００７１】
　また、前記制御部４００は、外部補償のためのセンシングが行われるセンシングモード
では、外部補償が行なわれるゲートラインに接続しているピクセルに供給されるセンシン
グ映像データを前記データドライバIC３００に伝送する。前記外部補償のためのセンシン
グは、様々なタイミングで行うことができる。例えば、駆動トランジスタ（Tdr）の移動
度変化と関連する外部補償のためのセンシングは、前記ブランキング期間に行なうことが
できる。
【００７２】
　前記制御部４００は、前記ブランキング期間に、前記センシングが行われ、前記データ
ドライバから提供されるセンシングデータ（Sdata）をベースに、外部補償値を算出し、
前記外部補償値を保存部４５０に保存する。前記保存部４５０は、前記制御部４００に含
まれることもあり、または、前記制御部４００の外部に独立して形成することもできる。
【００７３】
　前記制御部４００は、映像が出力される表示期間に前記外部システムから伝送される入
力映像データ（Ri、Gi、Bi）を、前記外部補償値を用いて補正して、外部補償映像データ
に変換または前記入力映像データを外部補償せずに再整列して、一般の映像データに変換
して出力する。前記データドライバIC３００は、前記外部補償映像データ又は前記一般映
像データをデータ電圧（Vdata）に変換した後、前記データ電圧（Vdata）を前記データラ
イン（DL1 to DLd）に供給する。
【００７４】
　前記のような機能を実行するためには、前記制御部４００は、図３に示すように、前記
外部システムから伝送されてきたタイミング同期信号（TSS）を用いて、前記外部システ
ムから伝送されてきた入力映像データ（Ri、Gi、Bi）を再整列して、再整列した映像デー
タを前記データドライバIC３００に供給するためのデータ整列部４３０、前記タイミング
同期信号（TSS）を利用して前記ゲート制御信号（GCS）と前記データ制御信号（DCS）を
生成するための制御信号生成部４２０、前記データドライバIC３００から伝送されてきた
前記センシングデータ（Sdata）を用いて前記ピクセル１１０それぞれに形成されている
駆動トランジスタ（Tdr）の特性変化を補償するための外部補償値を算出するための算出
部４１０、前記外部補償値を保存するための保存部４５０および、前記データ整列部４３
０で生成された映像データ（Data）と前記制御信号生成部４２０で生成された前記制御信
号（DCS、GCS）を前記データドライバIC３００または前記ゲートドライバ２００に出力す
るための出力部４４０を含む。前記保存部４５０は、前記制御部４００に含むことができ
るが、図３に示すように、前記制御部４００とは独立して構成することもできる。前記デ
ータの整列部４３０は、前記外部補償値を用いて前記入力映像データを前記映像データに
変換することができる。
【００７５】
　特に、前記算出部４１０は、一つの垂直ブランキング期間にセンシングが行なわれるゲ
ートラインを設定することができ、前記センシングが行なわれるタイミング（以下、単に
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センシングタイミングとする）を設定することができる。
【００７６】
　この場合、前記センシングが行なわれるタイミングは、ゲートラインごとに異なって設
定することができる。ただし、すべてのゲートラインにおいて、前記センシングタイミン
グがすべて異なるものではない。例えば、本発明は、少なくとも２つの互いに異なるセン
シングタイミングを適用することができる。
【００７７】
　前記の算出部４１０は、前記センシングが行なわれるゲートラインを設定するために、
前記制御信号生成部４２０を制御することができ、前記センシングタイミングを設定する
ために、前記制御信号生成部４２０を制御することができる。
【００７８】
　前記制御信号生成部４２０は、前記算出部４１０の制御によって、前記センシングが行
なわれるゲートラインを設定することができるライン選択信号を生成して前記ゲートドラ
イバ２００に伝送することができ、前記算出部４１０の制御によって、前記センシングタ
イミングを設定することができるリセット信号を生成し、前記ゲートドライバ２００に伝
送することができる。
【００７９】
　前記ライン選択信号及び前記リセット信号は、前記ゲート制御信号（GCS）に含めるこ
とができる。
【００８０】
　また、前記制御信号生成部４２０は、前記ゲートパルスの生成に用いられるゲートクロ
ックを生成して前記ゲートドライバ２００に伝送することができる。前記ゲートクロック
も前記ゲート制御信号（GCS）に含めることができる。
【００８１】
　第四に、前記データドライバは、少なくとも一つの前記データドライバIC３００を含む
。図１には、複数のデータドライバIC３００が示されている有機発光表示装置が、本発明
の一例として示されている。
【００８２】
　前記のデータドライバIC３００は、前記有機発光表示パネル１００に付着するチップオ
ンフィルム６００に備えることができる。前記チップオンフィルム６００は、前記制御部
４００が備えられているメイン基板７００にも接続している。しかし、前記のデータドラ
イバIC３００を前記有機発光表示パネル１００に直接実装することもできる。
【００８３】
　前記のデータドライバIC３００のそれぞれは、データラインと前記センシングラインに
接続し、前記制御部４００から伝送される制御信号によって表示モード、ブラックモード
およびセンシングモードで動作する。
【００８４】
　前記表示モードは、映像を出力するモードであり、前記第１期間及び前記第２期間に行
われる。
【００８５】
　前記ブラックモードは、ブラック映像を出力するモードであり、前記第２期間および前
記第３期間に行われる。特に、前記ブラックモードは、第１フレーム期間の前記第２期間
から第２フレーム期間の第１期間の一部期間まで行なうことができる。
【００８６】
　前記センシングモードでは、前記駆動トランジスタの移動度をセンシングするモードで
あり、前記第３期間、すなわち、前記ブランキング期間に行われる。
【００８７】
　少なくとも一つの前記データドライバIC３００のそれぞれは、図４に示すように、デー
タ電源供給部３１０およびセンシング部３２０を含み、前記データ電源供給部３１０は、
前記データライン（DL）に接続され、前記センシング部３２０は、前記センシングライン
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（SL）に接続される。
【００８８】
　前記データ電源供給部３１０は、前記有機発光表示パネル１００に備えられたデータラ
イン（DL）に、前記第１期間では前記映像データ電圧を出力し、前記第２期間では前記映
像データ電圧又は前記ブラック映像データ電圧を出力し、前記第３期間では前記ブラック
映像データ電圧又はセンシング映像出力のためのセンシング映像データ電圧を出力する。
【００８９】
　例えば、前記データ電源供給部３１０は、前記の表示モード時、すなわち、第１期間と
前記第２期間に、映像出力のために前記制御部４００から水平線単位で供給される前記映
像データ（Data）を映像データ電圧に変換して前記データライン（DL）に供給する。
【００９０】
　前記データ電源供給部３１０は、前記ブラックモード時、すなわち、前記第２期間、前
記第３期間および前記第３期間の後の第１期間の一部期間に、ブラック映像出力のために
前記制御部４００から伝送されるブラック映像データをブラック映像データ電圧に変換し
て、前記ブラック映像データ電圧を前記データドライバIC３００に接続したデータライン
に供給する。
【００９１】
　前記データ電源供給部３１０は、前記センシングモード時、すなわち、第３期間には、
前記駆動トランジスタ（Tdr）の移動度の変化量センシングのために前記制御部４００か
ら伝送されるセンシング映像データをセンシング映像データ電圧に変換して、前記センシ
ング映像データ電圧を前記データドライバIC３００に接続したデータラインに供給する。
【００９２】
　前記センシング部３２０は、前記表示モード時、前記ピクセル駆動回路（PDC）の駆動
に必要な電圧を、前記センシングライン（SL）を介して前記ピクセルに供給することがで
きる。
【００９３】
　前記センシング部３２０は、前記ブラックモード時、前記ピクセル駆動回路（PDC）の
駆動に必要な電圧を、前記センシングライン（SL）を介して前記ピクセルに供給すること
ができる。
【００９４】
　前記センシング部３２０は、前記センシングモード時、前記センシング部３２０と接続
したセンシングラインにセンシング用電圧を供給した後、前記センシング用電圧に対応す
る信号を受信する。前記センシング部３２０は、一つの水平ラインに形成されているピク
セル１１０に含まれた駆動トランジスタ（Tdr）の移動度の変化を示す前記信号をデジタ
ル値であるセンシングデータ（Sdata）に変換する。前記センシング部３２０は、前記セ
ンシングデータ（Sdata）を前記制御部４００に提供する。この場合、前記制御部４００
は、前記センシングデータ（Sdata）を用いて、外部補償値を算出することができる。
【００９５】
　図５は、本発明に係る有機発光表示装置に適用されるゲート駆動部のゲートパルス出力
部の構成を示す例示図であり、図６は、本発明に係る有機発光表示装置の駆動期間を示す
例示図であり、図７は、本発明に係る有機発光表示装置に適用されるクロックの波形を示
した例示図であり、図８は、本発明に係る有機発光表示装置の第２期間にゲートドライバ
から出力されるゲートパルスを示した例示図であり、図９は、本発明に係る有機発光表示
装置の第３期間にゲートドライバから出力されるゲートパルスを示した例示図である。
【００９６】
　まず、前記ゲートドライバ２００の構成を説明する。
【００９７】
　前記で説明したように、前記ゲートドライバ２００は、前記第１駆動部２２１と前記第
２駆動部２２２を含む前記ゲートパルス出力部２２０及び前記第３駆動部２１０を含む。
【００９８】
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　前記ゲートパルス出力部２２０は、前記ゲートライン（GL1 to GLg）に接続され、ゲー
トラインにゲートパルスを出力する。
【００９９】
　前記ゲートパルス出力部２２０を構成する前記第１駆動部２２１は、第１フレーム期間
中、前記制御部４００から伝送される第１～第８ゲートクロック（CLK1 to CLK8）を用い
て前記映像ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパルスを
生成する。
【０１００】
　前記ゲートパルス出力部２２０を構成する前記第２駆動部２２２は、前記第１フレーム
期間中、前記制御部４００から伝送される第９～第１６ゲートクロック（CLK9 to CLK16
）を用いて前記映像ゲートパルス、前記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲート
パルスを生成する。
【０１０１】
　前記第３駆動部２１０は、前記第１フレーム期間の前記第３期間中、前記センシングゲ
ートパルスが出力されるように前記第１駆動部２２１及び前記第２駆動部２２２を制御す
る。
【０１０２】
　すなわち、前記第３駆動部２１０は、前記制御部４００から伝送される前記ライン選択
信号（LSP）によって、前記ゲートラインの中で、前記センシングゲートパルスが出力さ
れるセンシングゲートラインを選択する。
【０１０３】
　また、前記第３駆動部２１０は、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２が
前記センシングゲートラインに前記センシングゲートパルスを出力するように、前記第１
駆動部２２１または前記第２駆動部２２２を前記制御部４００から伝送されるリセット信
号（RESET）によって制御する。
【０１０４】
　前記の選択信号（LSP）は、図６及び図７に示すように、前記第１期間（Ａ）と前記第
２期間（Ｂ）を含む表示期間（DP）に用いられる前記ゲートクロック中のいずれか一つと
共に前記制御部４００から前記ゲートドライバ２００に伝送される。
【０１０５】
　前記リセット信号（RESET）は、図６及び図７に示すように、前記第３期間（Ｃ）に対
応するセンシング期間（SP）に前記制御部４００から前記ゲートドライバ２００に伝送さ
れる。
【０１０６】
　次に、本発明に係る有機発光表示装置がゲートパルス（GP）を出力する基本的な動作を
、図５を参照して説明する。特に、以下で説明するゲートパルス（GP）は、前記映像出力
のために用いられる映像ゲートパルスである。
【０１０７】
　例えば、図５に示すように、第１ゲートライン（GL1）には、第１ステージ（ST1）で第
１ゲートクロック（CLK1）によって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第２ゲー
トライン（GL2）には、第２ステージ（ST2）で第２ゲートクロックによって生成されたゲ
ートパルス（GP）が出力され、第３～第６ゲートラインには、第３～第６ステージで第３
～第６ゲートクロックによって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第７ゲートラ
イン（GL7）には、第７ステージ（ST7）で第７ゲートクロックによって生成されたゲート
パルス（GP）が出力され、第８ゲートライン（GL8）には、第８ステージ（ST8）で第８ゲ
ートクロック（CLK8）によって生成されたゲートパルス（GP）が出力される。
【０１０８】
　第９ゲートライン（GL9）には、第９ステージ（ST9）で第１ゲートクロック（CLK1）に
よって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第１０ゲートライン（GL10）には、第
１０ステージ（ST10）で第２ゲートクロックによって生成されたゲートパルス（GP）が出
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力され、第１１～第１４ゲートラインには、第１１～第１４ステージで第３～第６ゲート
クロックによって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第１５ゲートライン（GL15
）には、第１５ステージ（ST15）で第７ゲートクロックによって生成されたゲートパルス
（GP）が出力され、第１６ゲートライン（GL16）には、第１６ステージ（ST16）で第８ゲ
ートクロック（CLK8）によって生成されたゲートパルス（GP）が出力される。
【０１０９】
　第１７ゲートライン（GL17）には、第１７ステージ（ST17）で第９ゲートクロック（CL
K9）によって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第１８ゲートライン（GL18）に
は、第１８ステージ（ST18）で第１０ゲートクロックによって生成されたゲートパルス（
GP）が出力され、第１９～第２２ゲートラインには、第１９～第２２ステージで第１１～
第１４ゲートクロックによって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第２３ゲート
ライン（GL23）には、第２３ステージ（ST23）で第１５ゲートクロックによって生成され
たゲートパルス（GP）が出力され、第２４ゲートライン（GL24）には、第２４ステージ（
ST24）で第１６ゲートクロック（CLK16）によって生成されたゲートパルス（GP）が出力
される。
【０１１０】
　第２５ゲートライン（GL25）には、第２５ステージ（ST25）で第９ゲートクロック（CL
K9）によって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第２６ゲートライン（GL26）に
は、第２６ステージ（ST26）で第１０ゲートクロックによって生成されたゲートパルス（
GP）が出力され、第２７～第３０ゲートラインには、第２７～第３０ステージで第１１～
第１４ゲートクロックによって生成されたゲートパルス（GP）が出力され、第３１ゲート
ライン（GL31）には、第３１ステージ（ST31）で第１５ゲートクロックによって生成され
たゲートパルス（GP）が出力され、第３２ゲートライン（GL32）には、第３２ステージ（
ST32）で第１６ゲートクロック（CLK16）によって生成されたゲートパルス（GP）が出力
される。
【０１１１】
　前記のステージのそれぞれは、前記ゲート制御信号を用いて前記映像ゲートパルス、前
記ブラックゲートパルス及び前記センシングゲートパルスを生成する。
【０１１２】
　すなわち、図５に示すように、第１～第１６ゲートライン（GL1 to GL16）に出力され
るゲートパルス（GP）は、前記第１駆動部２２１で前記第１～第８ゲートクロック（CLK1
 to CLK8）を用いて生成され、第１７～第３２ゲートライン（GL17 to GL32）に出力され
るゲートパルス（GP）は、前記第２駆動部２２２で前記第９～第１６ゲートクロック（CL
K9 to CLK16）を用いて生成される。
【０１１３】
　したがって、１６個のゲートパルスごとに、前記ゲートパルスが出力される駆動部が異
なる。以下では、このような特徴は、１６周期で表現される。
【０１１４】
　さらに、３２個のゲートパルスを周期にして、同じ機能が繰り返される。以下では、こ
のような特徴は、３２周期で表現される。
【０１１５】
　したがって、例えばゲートラインが２１６０本の場合は、２１６０個のゲートパルスが
出力される期間は、３２ｎ＋１６（Ｙ）で表現することができる。ここで、ｎは６７以下
の自然数である。例えば、ゲートラインが２１６０本の場合３２周期が６７回繰り返され
、１６周期が１回行なわれると、２１６０本のゲートラインのすべてにゲートパルスを出
力することができる。
【０１１６】
　すなわち、１フレーム期間中、前記第１期間（Ａ）及び前記第２期間（Ｂ）を含む前記
表示期間は、３２ｎ＋１６（Ｙ）で表現することができ、前記表示期間（Ａ、Ｂ）に、映
像（Ｉ）出力のための前記映像ゲートパルスは、前記で説明したような方法を介して前記
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ゲートラインに出力される。
【０１１７】
　この場合、前記第１駆動部２２１は、前記第１駆動部２２１からゲートパルスが出力さ
れた後、１６周期の間にはゲートパルスを出力せず、１６周期が経過すると、再びゲート
パルスを出力する。
【０１１８】
　前記第２駆動部２２２もまた、前記第２駆動部２２２からゲートパルスが出力された後
、１６周期の間にはゲートパルスを出力せず、１６周期が経過すると、再びゲートパルス
を出力する。
【０１１９】
　前記１フレーム期間、すなわち、第１期間（Ａ）、前記第２期間（Ｂ）及び前記第３期
間（Ｃ）を合わせた期間は、３２ｍ周期で設定することができる。ここで、ｍはｎよりも
大きい自然数である。
【０１２０】
　しかし、前記で説明した周期、すなわち、１６周期、３２周期、３２ｎ＋１６、３２ｍ
などは、本発明の説明のための例示であり、したがって、本発明がこれに限定されるもの
ではない。すなわち、前記の周期を様々に変更することができる。
【０１２１】
　次に、本発明に係る有機発光表示装置が前記第２期間（Ｂ）に映像ゲートパルス（IGP
）とブラックゲートパルス（BGP）を出力する方法を、図５～図８を参照して説明する。
【０１２２】
　前記で説明したように、前記第１駆動部２２１と前記第２駆動部２２２は、１６周期ご
とに繰り返して映像ゲートパルスを出力する。
【０１２３】
　この場合、前記第１駆動部２２１から出力される第１～第８映像ゲートパルス（IGP）
のうち、第４映像ゲートパルスと第５映像ゲートパルス間の間隔は、図８に示したように
、他の映像ゲートパルス間の間隔よりも大きく形成されている。このため、前記第１駆動
部２２１で使用される第１～第８ゲートクロック（CLK1 to CLK8）の中で、第４ゲートク
ロック（CLK4）と第５ゲートクロック（CLK5）間の間隔は、図７に示すように、他のゲー
トクロック間の間隔よりも大きく形成されている。
【０１２４】
　また、前記第２駆動部２２２から出力される第１７～第２４映像ゲートパルス（IGP）
の中で、第２０映像ゲートパルスと第２１映像ゲートパルス間の間隔は、図８に示したよ
うに、他の映像ゲートパルス間の間隔よりも大きく形成されている。このため、前記第２
駆動部２２２で使用される第９～第１６ゲートクロックの（CLK9 to CLK16）の中で、第
１２ゲートクロック（CLK8）と第１３ゲートクロック（CLK13）間の間隔は、図７に示す
ように、他のゲートクロック間の間隔よりも大きく形成されている。
【０１２５】
　本発明は、前記第４映像ゲートパルスと前記第５映像ゲートパルス間の間隔に対応する
期間の間、前記ブラック映像を出力するための前記ブラックゲートパルス（BGP）を出力
する。前記ブラックゲートパルス（BGP）は、前記ゲートクロックの組み合わせによって
生成されることもあり、また、他のゲートクロックによって生成されることもある。
【０１２６】
　この場合、前記ブラックゲートパルス（BGP）は、８つのゲートラインに同時に出力さ
れる。したがって、前記の８つのゲートラインに接続したスイッチングトランジスタが同
時にターンオンされ、これにより、前記スイッチングトランジスタと接続したデータライ
ンには、ブラック映像データ電圧が同時に供給される。
【０１２７】
　したがって、図６に示すように、８つのゲートラインに対応するピクセルには、同時に
ブラック映像を出力することができる。
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【０１２８】
　前記第２駆動部２２２もまた、８つのゲートラインに前記ブラックゲートパルス（BGP
）を同時に出力することができる。したがって、前記第２駆動部２２２と接続している８
つのゲートラインに対応するピクセルにも同時にブラック映像を出力することができる。
【０１２９】
　この場合、前記ブラックゲートパルス（BGP）は、図８に示すように、前記第１駆動部
２２１が前記映像ゲートパルス（IGP）を出力しない第１スリーピング期間（1SLP）また
は前記第２駆動部２２２が前記映像ゲートパルス（IGP）を出力しない第２スリーピング
期間（2SLP）に前記ゲートラインに出力することができる。
【０１３０】
　例えば、図８は、前記の表示期間中、特に前記第２期間（Ｂ）を示す。前記第２期間（
Ｂ）には、映像データ電圧及びブラック映像データ電圧が前記有機発光表示パネル１００
に出力され、そのために、図８に示すように、前記映像ゲートパルス（IGP）およびブラ
ックゲートパルス（BGP）が前記ゲートラインに出力される。前記第２期間（Ｂ）を、図
６に示すように、３２ｋ＋１６（Ｘ）周期が経過したある時点から開始することができ、
ｋはｎよりも小さい自然数である。
【０１３１】
　第２期間（Ｂ）において、最初の１６周期中には、例えば、図８に示すように、前記第
１駆動部２２１が前記ゲートラインに順次に前記映像ゲートパルス（IGP）を出力し、二
番目の１６周期中には、前記第２駆動部２２２が前記ゲートラインに順次に前記映像ゲー
トパルス（IGP）を出力し、三番目の１６周期中には、再度、前記第１駆動部２２１が前
記ゲートラインに順次に前記映像ゲートパルス（IGP）を出力し、四番目の1６周期中には
、再度、前記第２駆動部２２２が前記ゲートラインに順次に前記映像ゲートパルス（IGP
）を出力する。
【０１３２】
　この場合、前記第１駆動部２２１が映像ゲートパルス（IGP）を出力した後、再び映像
ゲートパルス（IGP）を出力するまでの期間を、第１スリーピング期間（1SLP）とし、前
記第２駆動部２２２が映像ゲートパルス（IGP）を出力した後、再び映像ゲートパルス（I
GP）を出力するまでの期間を、第２スリーピング期間（2SLP）とする。
【０１３３】
　本発明によれば、前記第２期間（Ｂ）のうち前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前
記第２スリーピング期間（2SLP）に前記ブラックゲートパルス（BGP）を出力する。つま
り、前記第２期間中、前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリーピング期間
（2SLP）には、前記ブラックゲートパルス（BGP）が出力される。
【０１３４】
　さらに説明すると、前記表示期間（DP）のうち前記第１期間（Ａ）では、図８に示され
た前記映像ゲートパルス（IGP）だけがゲートラインに出力され、前記有機発光表示パネ
ル１００から映像（Ｉ）が出力される。
【０１３５】
　前記の表示期間（DP）のうち前記第２期間（Ｂ）において、図８に示すように、前記第
１駆動部２２１から映像ゲートパルス（IGP）が出力された後、前記第１スリーピング期
間（1SLP）では、前記第１駆動部２２１からブラックゲートパルス（BGP）が出力され、
前記第２駆動部２２２から映像ゲートパルス（IGP）が出力された後、前記第２スリーピ
ング期間（2SLP）では、前記第２駆動部２２２からブラックゲートパルス（BGP）が出力
されて、図６に示すような形態でブラック映像（BI）が前記有機発光表示パネル１００か
ら出力される。
【０１３６】
　最後に、本発明に係る有機発光表示装置が、前記第３期間（C）にブラックゲートパル
ス（BGP）とセンシングゲートパルス（BGP）を出力する方法を、図５～図９を参照して説
明する。
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【０１３７】
　前記で説明したように、前記第２期間（Ｂ）のうち前記第１スリーピング期間（1SLP）
及び前記第２スリーピング期間（2SLP）では、前記ブラックゲートパルス（BGP）が出力
され、前記第２期間（Ｂ）のうち前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリー
ピング期間（2SLP）を除いた期間では、前記の映像ゲートパルス（IGP）が出力される。
【０１３８】
　この場合、前記第３期間（Ｃ）のうち前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２
スリーピング期間（2SLP）では、前記センシングゲートパルス（BGP）が出力され、前記
第３期間（Ｃ）のうち前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリーピング期間
（2SLP）を除いた期間では、前記ブラックゲートパルス（BGP）が出力される。
【０１３９】
　例えば、前記第３期間（Ｃ）の最初の１６周期中では、図９に示すように、前記第１駆
動部２２１が前記ゲートラインに前記ブラックゲートパルス（BGP）を出力し、二番目の
１６周期中では、前記第２駆動部２２２が前記ゲートラインに前記ブラックゲートパルス
（BGP）を出力し、三番目の１６周期中では、再度、前記第１駆動部２２１が前記ゲート
ラインに前記ブラックゲートパルス（BGP）を出力し、四番目の１６周期中では、再度、
前記第２駆動部２２２が前記ゲートラインに前記ブラックゲートパルス（BGP）を出力す
る。
【０１４０】
　この場合、前記第１駆動部２２１がブラックゲートパルス（BGP）を出力した後、再び
ブラックゲートパルス（BGP）を出力するまでの期間を第１スリーピング期間（1SLP）と
し、前記第２駆動部２２２がブラックゲートパルス（BGP）を出力した後、再びブラック
ゲートパルス（BGP）を出力するまでの期間を第２スリーピング期間（2SLP）とする。
【０１４１】
　本発明は、前記第３期間（Ｃ）のうち、前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第
２スリーピング期間（2SLP）に前記センシングゲートパルスを出力する。
【０１４２】
　さらに説明すると、本発明によれば、１６周期で、前記第１駆動部２２１と前記第２駆
動部２２２が駆動され、したがって、前記第１駆動部２２１が駆動しない期間、すなわち
、第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリーピング期間（2SLP）が存在する。
【０１４３】
　この場合、前記第１期間（Ａ）では、前記映像ゲートパルス（IGP）だけが出力される
ので、第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリーピング期間（2SLP）に特別な信
号が出力されない。
【０１４４】
　前記第２期間（Ｂ）では、前記映像ゲートパルス（IGP）だけではなく、前記のブラッ
クゲートパルス（BGP）が出力される。したがって、本発明は、前記第２期間（Ｂ）のう
ち前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリーピング期間（2SLP）では、前記
ブラックゲートパルス（BGP）を出力し、残りの期間では、前記の映像ゲートパルス（IGP
）を出力する。
【０１４５】
　前記第３期間（Ｃ）では、前記映像ゲートパルス（IGP）は出力されず、前記ブラック
ゲートパルス（BGP）と、前記センシングゲートパルスが出力される。したがって、本発
明によれば、前記第３期間（Ｃ）のうち前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２
スリーピング期間（2SLP）では、前記センシングゲートパルスを出力し、残りの期間では
、前記のブラックゲートパルス（BGP）を出力する。
【０１４６】
　ここで、前記第１スリーピング期間（1SLP）のすべての期間及び前記第２スリーピング
期間（2SLP）のすべての期間が、前記センシングゲートパルスが出力される期間、すなわ
ち、センシング可能期間に用いられるのではない。
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【０１４７】
　すなわち、前記第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリーピング期間（2SLP）
の中でも、前記センシング可能期間に使用することができる期間は限られていて、前記セ
ンシング可能期間の時点を、ゲートラインごとに異なって設定することができる。
【０１４８】
　例えば、前記第１フレーム期間の前記第３期間（Ｃ）において、前記ブラックゲートパ
ルス（BGP）が出力された以後、前記センシングゲートラインにセンシングゲートパルス
が出力されるまでの期間は、第２フレーム期間の第３期間（Ｃ）で、ブラックゲートパル
スが出力された後、また別のセンシングゲートラインにセンシングゲートパルスが出力さ
れるまでの期間とは異なり得る。これに対する詳細な説明は、以下で図１０を参照して、
詳細に説明する。
【０１４９】
　また、図５～図９を参照して説明した前記ゲートドライバ２００の構造と機能は、本発
明の一例として説明したものであり、したがって、本発明がこれに限定されるものではな
い。つまり、前記ゲートドライバ２００の構造と機能は、前記したような機能を実行する
ために、様々な形態に変更することができる。
【０１５０】
　図１０は、本発明に係る有機発光表示装置の第３期間を示す例示図であり、特に、スリ
ーピング期間での互いに異なるセンシング可能期間を示す例示図である。以下では、図１
～図１０を参照して、本発明に係る有機発光表示装置の駆動方法を説明する。以下の説明
中、前記で説明した内容と同一または類似の内容は省略または簡単に説明する。
【０１５１】
　まず、第１フレーム期間の前記第１期間（Ａ）において、前記ゲートドライバ２００は
、映像（Ｉ）の出力に用いられる映像データ電圧の出力を制御する映像ゲートパルスを前
記有機発光表示パネル１００に備えられたゲートラインに出力する。
【０１５２】
　この場合、前記第１駆動部２２１は、前記制御部４００から伝送される第１～第８ゲー
トクロックを用いて映像ゲートパルス（IGP）を生成した後、１６個のゲートラインに映
像ゲートパルス（IGP）を出力する。
【０１５３】
　前記第２駆動部２２２は、前記制御部から伝送される第９～第１６ゲートクロックを用
いて映像ゲートパルス（IGP）を作成した後、また別の１６個のゲートラインに映像ゲー
トパルス（IGP）を出力する。
【０１５４】
　前記第３駆動部２１０は、前記制御部４００から伝送されるライン選択信号（LSP）に
よって、前記ゲートラインのうち、第３期間（Ｃ）でセンシングゲートパルスが出力され
るセンシングゲートラインを選択する。
【０１５５】
　前記制御部４００は、入力映像データを映像データに変換して前記映像データを前記デ
ータドライバIC３００に伝送する。
【０１５６】
　特に、前記制御部４００は、前記ゲートクロック（CLK1 to CLK16）中、前記センシン
グゲートラインに前記第１フレームの前記第１期間（Ａ）に出力される映像のゲートパル
スに対応するゲートクロックが、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２に出
力されるタイミングで、前記のライン選択信号（LSP）を前記第３駆動部２１０に出力す
る。
【０１５７】
　前記第３駆動部２１０は、前記第１期間（Ａ）に受信した前記ライン選択信号（LSP）
を保存する。前記ライン選択信号（LSP）は、前記第３期間（Ｃ）にセンシングが行われ
るセンシングゲートラインに対する情報を含む。
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【０１５８】
　前記のデータドライバIC３００は、前記制御部４００から伝送される前記映像データを
前記映像データ電圧に変換する。
【０１５９】
　前記のデータドライバIC３００は、前記ゲートラインに前記映像ゲートパルス（IGP）
が供給される期間に、前記データラインに前記映像データ電圧を出力する。
【０１６０】
　これにより、前記第１期間（Ａ）には、図６に示したように、前記映像（Ｉ）が、前記
有機発光表示パネル１００を介して出力される。
【０１６１】
　次に、第１フレーム期間の前記第２期間（Ｂ）において、前記ゲートドライバ２００は
、映像（Ｉ）の出力に用いられる映像データ電圧の出力を制御する映像ゲートパルス（IG
P）と、ブラック映像（BI）の出力に用いられるブラック映像データ電圧の出力を制御す
るブラックゲートパルス（BGP）とを、前記有機発光表示パネル１００に備えられたゲー
トラインに出力する。
【０１６２】
　すなわち、前記ゲートドライバ２００は、図８を参照して説明した方法を用いて、前記
映像ゲートパルス（IGP）と、前記ブラックゲートパルス（BGP）とを、ゲートラインに出
力する。
【０１６３】
　前記制御部４００が前記ライン選択信号（LSP）を前記第３駆動部２１０に出力する機
能を、前記第１期間（Ａ）のみならず、前記第２期間（Ｂ）にも行なうことができる。
【０１６４】
　例えば、前記第３期間（Ｃ）にセンシングが行われるセンシングゲートラインに出力さ
れる映像のゲートパルスが、前記第２期間（Ｂ）に、前記センシングゲートラインに出力
されると、前記制御部４００は、前記ゲートクロック（CLK1 to CLK16）中、前記映像ゲ
ートパルスに対応するゲートクロックが前記第２期間（Ｂ）に前記第１駆動部２２１また
は前記第２駆動部２２２に出力されるタイミングで、前記ライン選択信号（LSP）を前記
第３駆動部２１０に出力することができる。
【０１６５】
　前記第３駆動部２１０は、前記第２期間（Ｂ）に受信した前記ライン選択信号（LSP）
を保存する。前記ライン選択信号（LSP）は、前記第３期間（Ｃ）にセンシングが行われ
るセンシングゲートラインに対する情報を含む。
【０１６６】
　前記ライン選択信号（LSP）は、前記第１フレーム期間中、一度だけ前記第３駆動部２
１０に伝送される。
【０１６７】
　すなわち、前記第３期間（Ｃ）に、１つのセンシングゲートラインに対してセンシング
が行われるため、前記ライン選択信号（LSP）もまた前記第１フレーム期間中、一度だけ
前記第３駆動部２１０に伝送される。
【０１６８】
　前記制御部４００は、前記第２期間（Ｂ）に、前記画像（Ｉ）に対応する映像データ及
び前記ブラック画像（BI）に対応するブラック映像データを生成して、前記データドライ
バIC３００に伝送する。
【０１６９】
　前記ブラック映像データは、前記保存部４５０に保存された後、前記のデータドライバ
IC３００に伝送され得る。
【０１７０】
　前記のデータドライバIC３００は、前記映像データを映像データ電圧に変換し、前記ブ
ラック映像データをブラック映像データ電圧に変換する。
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【０１７１】
　前記のデータドライバIC３００は、前記ゲートラインに前記映像ゲートパルス（IGP）
が供給される期間では、前記データラインに前記映像データ電圧を出力し、前記ゲートラ
インに前記ブラックゲートパルス（BGP）が供給される期間では、前記データラインに前
記ブラック映像データ電圧を出力する。
【０１７２】
　これにより、前記第２期間（Ｂ）では、図６に示したように、前記映像（Ｉ）と前記ブ
ラック映像（BI）が、前記有機発光表示パネル１００を介して出力される。
【０１７３】
　最後に、前記第１フレーム期間中、前記第２期間（Ｂ）後から第２フレーム期間の第１
期間（Ａ）が開始されるまでの第３期間（Ｃ）に、前記ゲートドライバ２００は、ブラッ
ク映像（BI）出力に用いられるブラック映像データ電圧の出力を制御するブラックゲート
パルス（BGP）を、前記有機発光表示パネル１００に備えられたゲートラインに出力する
。
【０１７４】
　また、前記ゲートドライバ２００は、特性変化が検出される、すなわち、センシングが
行われる駆動トランジスタと接続している一つのゲートライン、つまり、センシングゲー
トラインに、前記第１スリーピング期間（1SLP）または前記第２スリーピング期間（2SLP
）にセンシングゲートパルスを出力する。
【０１７５】
　前記第３駆動部２１０は、前記センシングゲートパルスが出力されるように、第３期間
（Ｃ）に、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２を制御する。
【０１７６】
　特に、前記第３駆動部２１０は、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２が
前記センシングゲートラインに前記センシングゲートパルスを出力するように、前記第１
駆動部２２１または前記第２駆動部２２２を、前記制御部４００から伝送されたリセット
信号（RESET）によって制御する。
【０１７７】
　前記のセンシングゲートパルスが前記第１駆動部２２１から出力されると、前記制御部
４００は、前記第３期間（Ｃ）のうち、前記第１駆動部２２１がブラックゲートパルスを
出力するために駆動した後から、前記第２駆動部２２２がブラックゲートパルスを出力し
て、再度、ブラックゲートパルスを出力するために前記第１駆動部２２１が駆動するまで
の第１スリーピング期間（1SLP）中のいずれか一つの期間をセンシング可能期間（SPP）
に選択して、前記センシング可能期間（SSP）の開始を知らせる前記リセット信号（RESET
）を前記第３駆動部２１０に伝送する。
【０１７８】
　前記第３駆動部２１０は、前記制御部４００から伝送されたリセット信号（RESET）に
よって、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２を制御する。すなわち、前記
第３駆動部２１０は、前記第１期間（Ａ）または前記第２期間（Ｂ）に伝送された前記ラ
イン選択信号（LSP）によって、前記センシングが行われるセンシングゲートラインに対
する情報を保存し、前記第３期間（Ｃ）において前記リセット信号（RESET）を受信する
と、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２のうち前記センシングゲートライ
ンと接続しているいずれか一つに前記リセット信号（RESET）を伝送する。
【０１７９】
　前記リセット信号（RESET）は、前記センシングゲートラインにセンシングゲートパル
スを出力するステージに供給される。前記リセット信号（RESET）を受信した前記ステー
ジは、前記センシング可能期間（SSP）の開始タイミングに前記センシングゲートライン
にセンシングゲートパルスを出力する。
【０１８０】
　前記のセンシングゲートパルスが前記第２駆動部２２２から出力されると、前記制御部
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４００は、前記第３期間（Ｃ）中、前記第２駆動部２２２がブラックゲートパルスを出力
するために駆動した後から、前記第１駆動部２２１がブラックゲートパルスを出力して、
再度、ブラックゲートパルスを出力するために前記第２駆動部２２２が駆動するまでの第
２スリーピング期間（2SLP）のいずれか一つの期間をセンシング可能期間（SPP）に選択
して、前記センシング可能期間の開始を知らせる前記リセット信号（RESET）を前記第３
駆動部２１０に伝送する。
【０１８１】
　前記第３駆動部２１０は、前記制御部４００から伝送されたリセット信号（RESET）に
よって、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２を制御する。すなわち、前記
第３駆動部２１０は、前記第１期間（Ａ）または前記第２期間（Ｂ）に伝送された前記ラ
イン選択信号（LSP）によって、前記センシングが行われるセンシングゲートラインに対
する情報を保存し、前記第３期間（Ｃ）において前記リセット信号（RESET）を受信する
と、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２のうち前記センシングゲートライ
ンと接続しているいずれか一つに、前記リセット信号（RESET）を伝送する。
【０１８２】
　前記リセット信号（RESET）は、前記センシングゲートラインにセンシングゲートパル
スを出力するステージに供給される。前記リセット信号（RESET）を受信した前記ステー
ジは、前記センシング可能期間（SSP）の開始タイミングに前記センシングゲートライン
にセンシングゲートパルスを出力する。
【０１８３】
　前記制御部４００は、前記第３期間（Ｃ）に、前記ブラック画像（BI）に対応するブラ
ック映像データ及び前記センシング映像に対応するセンシング映像データを生成して、前
記データドライバIC３００に伝送する。
【０１８４】
　前記のデータドライバIC３００は、前記ブラック映像データをブラック映像データ電圧
に変換し、前記センシング映像データをセンシング映像データ電圧に変換する。
【０１８５】
　前記のデータドライバIC３００は、前記ゲートラインに前記ブラックゲートパルス（BG
P）が供給される期間には、前記データラインに前記ブラック映像データ電圧を出力し、
前記ゲートラインに前記センシングゲートパルスが供給される期間では、前記データライ
ンに前記センシング映像データ電圧を出力する。
【０１８６】
　これにより、前記第３期間（Ｃ）では、前記ブラック映像（BI）およびセンシング映像
が前記有機発光表示パネル１００を介して出力される。この場合、前記センシング映像デ
ータ電圧によって、前記センシングゲートラインに接続しているピクセルに備えられた駆
動トランジスタ（Tdr）の移動度の変化量が検出され得る。前記移動度の変化量によって
外部補償値が算出され、前記外部補償値は、第２フレームまたはそれ以後のフレームにお
いて使用することができる。
【０１８７】
　上述のように、前記第１フレーム期間の前記第３期間（C）において、前記ブラックゲ
ートパルス（BGP）が出力された以後、前記センシングゲートラインにセンシングゲート
パルスが出力されるまでの期間は、前記第２フレーム期間の第３期間（C）で、ブラック
ゲートパルスが出力された以後から、また別のセンシングゲートラインにセンシングゲー
トパルスが出力されるまでの期間とは異なり得る。
【０１８８】
　例えば、図１０のＥ－Ｅ'線を境界として、左側は前記第２期間（Ｂ）を示し、右側は
前記第３期間（Ｃ）を示す。
【０１８９】
　また、図１０の縦軸は、前記ゲートクロック又はゲートラインを意味し、図１０のＤ－
Ｄ’線を境界として、左側は前記第１駆動部２２１と前記第２駆動部２２２が初めて駆動
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して出力するブラックゲートパルスを示し、右側は前記第１駆動部２２１と前記第２駆動
部２２２が、２番目に駆動して出力するブラックゲートパルスを示す。
【０１９０】
　例えば、図１０の左側縦軸およびＤ－Ｄ’線の左側に示すように、前記第１駆動部２２
１で使用される第１～第８ゲートクロック（CLK1 to CLK8）によって第１～第１６ゲート
ラインにブラックゲートパルスが出力され、第２駆動部２２２で使用される第９～第１６
ゲートクロック（CLK9 to CLK16）によって、第１７～第３２ゲートラインにブラックゲ
ートパルスが出力される。
【０１９１】
　前記第１６ゲートラインにブラックゲートパルスが出力された後、Ｄ－Ｄ’線の右側に
示すように、前記第１駆動部２２１で使用される第１～第８ゲートクロック（CLK1 to CL
K8）によって、第３３～第４８ゲートラインにブラックゲートパルスが出力され、第２駆
動部２２２で使用される第９～第１６ゲートクロック（CLK9 to CLK16）によって、第４
９～第６４ゲートラインにブラックゲートパルスが出力される。
【０１９２】
　また、図１０の横軸は、時間の流れを示す。図１０に一つの四角形は、数字で表示され
ており、前記の数字は時間を意味することもあり、ゲートラインを意味することもできる
。説明の便宜上、図１０において、前記数字はＨと一緒に記載されている。ここで、Ｈは
時間を意味する。
【０１９３】
　上述のように、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２２２は、８つのゲートラ
インに同時に前記ブラックゲートパルス（BGP）を出力することができる。したがって、
図１０では、８つのゲートラインに同時に出力される８つのブラックゲートパルスがグル
ープで表現されている。
【０１９４】
　例えば、図１０に示された図の横軸の５Ｈから出力されるブラックゲートパルスは、第
１ブラックゲートパルスグループ（1BGPG）で示されており、１５Ｈから出力されるブラ
ックゲートパルスは、第２ブラックゲートパルスグループ（2GPG）で示されており、２５
Ｈから出力されるブラックゲートパルスは、第３ブラックゲートパルスグループ（3GPG）
に示されており、３５Ｈから出力されるブラックゲートパルスは、第４ブラックゲートパ
ルスグループ（2GPG）に示されている。
【０１９５】
　また、図１０において、Ｖに示された領域は、前記第１駆動部２２１または前記第２駆
動部２２２のステージのそれぞれに接続されているゲートラインにブラックゲートパルス
を出力するために駆動する領域を示し、Ｗで示された領域は、前記第１駆動部２２１また
は前記第２駆動部２２２のステージのそれぞれの前段または後段のステージに必要な信号
を生成するために駆動する領域を示す。
【０１９６】
　すなわち、図１０のＶおよびＷで示された領域は、前記第１駆動部２２１及び前記第２
駆動部２２２が駆動している期間を表し、ＶおよびＷで示されない領域は、前記第１駆動
部２２１及び前記第２駆動部２２２が駆動しない期間を示す。
【０１９７】
　前記で説明したように、前記第１スリーピング期間（1SLP）は、前記第３期間（Ｃ）の
うち、前記第１駆動部２２１がブラックゲートパルス（BGP）を出力するために駆動した
後から、前記第２駆動部２２２がブラックゲートパルスを出力して、再度、ブラックゲー
トパルスを出力するために、前記第１駆動部２２１が駆動するまでの期間を意味する。
【０１９８】
　第２スリーピング期間（2SLP）は、前記第３期間（Ｃ）中、前記第２駆動部２２２がブ
ラックゲートパルス（BGP）を出力するために駆動した後から、前記第１駆動部２２１が
ブラックゲートパルス（BGP）を出力して、再度、ブラックゲートパルスを出力するため



(25) JP 2020-76949 A 2020.5.21

10

20

30

40

50

に、前記第２駆動部２２２が駆動するまでの期間を意味する。
【０１９９】
　この場合、図１０に示すように、第１スリーピング期間（1SLP）及び前記第２スリーピ
ング期間（2SLP）にはＷで示された領域が存在する。
【０２００】
　前記のように、Ｗで示された領域は、前記第１駆動部２２１及び前記第２駆動部２２２
がブラックゲートパルスを出力するために駆動している領域を意味する。
【０２０１】
　前記のブラックゲートパルスを出力するために、前記第１駆動部２２１及び前記第２駆
動部２２２が駆動している間には、センシングゲートパルスが出力されない。
【０２０２】
　したがって、本発明では、前記制御部４００が前記第１スリーピング期間及び前記第２
スリーピング期間のいずれかの期間をセンシング可能期間（SPP）を選択して、前記セン
シング可能期間（SPP）の開始を知らせる前記リセット信号（RESET）を前記第３駆動部２
１０に伝送し、前記第３駆動部２１０は、前記リセット信号によって前記第１駆動部２２
１または前記第２駆動部２２２を制御し、前記第１駆動部２２１または前記第２駆動部２
２２は、前記リセット信号（RESET）に対応するタイミングで、前記センシングゲートパ
ルスをゲートラインに出力する。
【０２０３】
　例えば、図１０において、第１および第２ゲートラインには、２０Ｈのタイミングにセ
ンシングゲートパルスを出力することができ、第３及び第４ゲートラインには、２１Ｈの
タイミングにセンシングゲートパルスを出力することができ、第５及び第６ゲートライン
には、２２Ｈのタイミングにセンシングゲートパルスを出力することができ、第７及び第
８ゲートラインには、２５Ｈのタイミングにセンシングゲートパルスを出力することがで
きる。
【０２０４】
　この場合、ゲートラインからブラックゲートパルスが出力された後、前記センシングゲ
ートパルスが出力されるタイミングが、ゲートライン毎に異なっていることが分かる。
【０２０５】
　すなわち、前記第１フレーム期間の前記第３期間（Ｃ）において、前記ブラックゲート
パルスが出力された以後、前記センシングゲートラインにセンシングゲートパルスが出力
されるまでの期間は、前記第２フレーム期間の第３期間で、ブラックゲートパルスが出力
された後から、別のセンシングゲートラインにセンシングゲートパルスが出力されるまで
の期間と異なる。
【０２０６】
　さらに説明すると、１フレーム期間の前記第３期間（Ｃ）は、１つのセンシングゲート
パルスのみが出力され、互いに別の１フレーム期間の前記第３期間（Ｃ）で、ブラックゲ
ートパルスが出力された後、前記センシングゲートパルスが出力されるタイミングは、ゲ
ートライン毎に異なって設定することができる。
【０２０７】
　しかし、すべてのゲートラインにおいて、前記タイミングが、異なるものではなく、前
記したようなパターンが一定の周期で繰り返され得る。
【０２０８】
　本発明では、前記制御部４００は、図１０に示すようなタイミングに対する情報を保存
している。
【０２０９】
　したがって、前記制御部４００は、前記のタイミングに対する情報およびセンシングが
行われるセンシングゲートラインを考慮して、前記センシング可能期間（SPP）が開始さ
れるタイミングを設定することができ、前記のタイミングに合わせて、前記リセット信号
（RESET）を前記第３駆動部２１０に出力することができる。
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【０２１０】
　本発明によれば、ブラック映像出力のためのブラック映像データ電圧がパネルに供給さ
れるタイミングと、センシング映像出力のためのセンシング映像データ電圧がパネルに供
給されるタイミングを異なって設定することができ、これにより、ブラック映像を出力す
る機能および駆動トランジスタをセンシングする機能を垂直ブランキング期間においてす
べて実行することができる。
【０２１１】
　本発明の属する技術分野の当業者は、本発明がその技術的思想や必須的な特徴を変更せ
ず、異なる具体的な形態で実施することができることを理解できるだろう。したがって、
以上で記述した実施例は、すべての面で例示的なものであり、限定的なものではないもの
と理解されなければならない。本発明の範囲は、前記の詳細な説明ではなく、後述する特
許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲の意味及び範囲そしてその等価概念から導
出されるすべての変更または変形された形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されな
ければならない。
【符号の説明】
【０２１２】
　１００：パネル
　２００：ゲートドライバ
　３００：データドライバIC
　４００：制御部

【図１】 【図２】

【図３】
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